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研究成果の概要（和文）：サブサハラアフリカにおいて近年発展を遂げている園芸産業は、貧困削減への役割から多く
の注目を集めているが、その効果を定量的に示したものは少なく、特にリスクの重要性に焦点を当てたものは少ない。
本研究では、農家のリスク選好を測定するゲームを行い、リスク選好が市場退出の決断に影響を及ぼすかを検証した。
その結果、a)リスク回避的であれば退出の確率が高まること、b)EU市場での需要の変化がそれ以降のパイナップル市場
に参入する農家の退出確率を上げたこと、c)教育年数が高ければ、リスク選好が退出の確率に与える影響が緩和される
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：High-value horticultural export industry has been receiving attention in recent ye
ars for its potential contribution to reduce poverty, particularly in Sub-Saharan Africa.  However, empiri
cal studies that show the quantitative effects of the industry and that examine the role of risks in this 
industry are lacking.  In this study, we implemented a simple game to elicit risk preferences among farmer
s and examined whether their risk preferences have some effects on their decisions to exit the pineapple m
arket.  We find that a) risk-averseness increases the probability of exiting the market, b) the exogenous 
shock in the EU demand increased the farmers' likelihood of exiting the market in the post-incident period
, and c) education has a role to dampen the effect of risk preferences on the probability of exit, i.e., e
ducation makes farmers more resilient to the risks that they face.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

サブサハラアフリカにおいて、近年発展を遂
げている園芸産業（野菜、果実、花など）は、
雇用創出や外貨獲得などを通して貧困削減
につながるとして、多くの注目を浴びている
（ Jaffee and Morton 1995, Dolan and 
Humphrey 2000, World Bank 2008）。この成
功の背景には、(1)80～90 年代に構造調整プ
ログラムなどの政策もあり、市場の自由化が
進んだこと、(2)発展途上国支援の一環とし
て、EU、アメリカによる特恵関税制度（コト
ヌ協定、EBA、アフリカ成長機会法等）が整
備されたこと、(3)先進国市場において、よ
り便利・安全で安価な食品への需要が高まり、
スーパーマーケット等小売店が、卸売業者を
介さず直接生産者から買い付ける流通シス
テムを確立したことの三つの変化があった
と さ れ る （ Sexton 2000, Jaffee 2003, 
Reardon et al. 2003）。一方で、先進国にお
ける食の品質管理、トレーサビリティに関す
る規制が強化され、サブサハラアフリカの零
細農家にも少なからぬ影響を及ぼしている
（Jaffee and Henson 2004）。 

これらの園芸産業のグローバル化の流れ
は、発展途上国にとってプラスなのか、実際
に恩恵を受けているのは誰なのかは、先行研
究の中でも大きな議論となっている（Glover 
1987, Hazell 2005, Henson et al. 2008）。
グローバル化は発展途上国の農家に新しい
需要へのアクセスをもたらし、農業の収入や
生産性、品質向上の機会となるとする議論と、
他方、トレーサビリティなどの規制強化など
の流れは、輸出業者が多くの小規模農家と取
引を行う際のコストを増やすために小規模
農家はこの恩恵を受けられておらず、現地に
おける富の格差を広げ発展の障壁になると
いう二つの議論を巻き起こしている（Jaffee 
and Henson 2004, Maertens and Swinnen 2009, 
Minten et al. 2009）。 

しかし、これらの議論は記述的なものが多
く、客観的なデータに基づいて分析した研究
は思いのほか少ない。そこで、筆者はガーナ
のパイナップル産業を事例に、実際にどのよ
うなアクターが参入し、どのような形態でサ
プライチェーンが構築されているのかを研
究してきた（Suzuki 2008）。同産業は、70 年
代から始まり、80 年代から 90 年代にかけて
大きく発展した。メイズやキャッサバなどの
穀物しか作っていなかった小規模農家もパ
イナップルの生産によって収入を増やし、同
産業はガーナの伝統産業であるカカオ豆に
続く期待の星として成長した（Danielou and 
Ravry 2005）。 

筆者は、2007 年には現地の 200 戸（パイナ
ップル農家とそうでない農家を含む）を対象
とした家計調査と輸出業者に対する企業調
査を行った。データ分析の結果、パイナップ
ルを栽培するのは比較的裕福な小規模農家
であり、なかでも輸出業者と契約関係を持ち、
安定的な生産を続けられるのは、村のチーフ

の親戚など、村の中でも比較的重要な地位に
いる農家であることが判明した。また、輸出
業者が自社農園での栽培に加え、常に小規模
農家からも購入するのは、EU 市場の需要の予
期せぬ変動に対応するリスク分散の為であ
ることが検証され、同産業に参入するには、
リスク分散能力が重要であることが明らか
になった。まとめると、グローバル化の恩恵
を受けているのは最貧困層ではなく、小規模
農家の中でも比較的裕福な中間層の農家で
あることが判明した。 
更に、フィールドワークを行った際、近年

EU 市場で求められるパイナップルが、伝統品
種である Smooth Cayenne から MD2 という品
種に変化し、前者のみを栽培していたガーナ
の農家がこの移行によって大打撃を受けた
ことも分かった。このような外的なショック
は、途上国の生産者にどのような影響を与え
たのだろうか。 
2007 年の調査ではリスク選好に関するデ

ータを収集しなかったため、本研究費で再度
同じ家計を訪問することとした。 
 

 

２．研究の目的 

上述の通り、これまでの研究では以下の二点
が明らかとなった。第一に、国内市場が小さ
い同産業においては、販売リスクが重要であ
り、農家の中でもリスク分散能力の高い小規
模農家が参入していることである。第二に、
輸出業者が自社栽培に加えて小規模農家か
ら購入する部分的垂直統合という形をとる
のは、EU 市場の予期せぬ需要変動に対応する
ためだということである。しかし、それぞれ
の農家のリスク選好や、リスクに対応する能
力などに関しての調査は行わなかったため、
今回の調査でそれらに関するデータを集め、
農家のリスク選好がパイナップル市場への
参入・退出（サバイバル）にどのような影響
を与えているかを研究する。また、新品種へ
のシフトという外的ショックが、農家の行動
にどのような変化を与えたのかを検証した
い。 
 具体的には、以下の仮説を検証する。 
(1) 農家のリスク選好は、パイナップル市場

への参入・退出の決断に影響を及ぼす 
(2) MD2 への移行は、農家の参入・退出の決

断に影響を及ぼした 
(3) (1)の影響は、農家の属性によって異なる 
 

 

３．研究の方法 

(1)データ収集 
前回の調査で訪れた農家 200 軒を再訪し、再
びアンケート調査を行った。質問内容は、社
会経済的な特性、生産コスト・販売に関する
質問に加え、パイナップル生産の履歴やリス
ク選好を計測するための簡単なゲームを行
った。ゲームでは、リスクのないプロジェク
トとリスクのあるプロジェクトのペイオフ



を用意し、後者のペイオフを段階的に変えて
いった。それぞれの農家がどちらを選ぶかを
聞き、どこでリスクのないプロジェクトから
あるプロジェクトに移行するかを記録し、リ
スク選好指数を構築した。仮想質問によって
生ずるバイアスを除去するため、ゲーム終了
後には農家の選択に対応する賞金を実際に
支払った。パネルデータを構築することで、
より統計的に頑強な方法での分析を可能と
なった。現地調査には、ガーナ大学統計社会
経済研究所（ISSER）に協力を仰いだ。 
 
(2)定量分析 
前項の 3 つの仮説を検証するため、ハザード
分析を用いる。ハザード分析は、医療分野で
良く使われる手法だが、ハザード（あるリス
クの起こる確率）を定義し、どのような特性
がそのハザードを左右するかを検証するこ
とができる推計方法である。本研究では、「パ
イナップル市場から退出する確率」をハザー
ドとし、リスク選好の高低、MD2 以降を示す
ダミー変数、またリスク選好と教育年数の交
差項、リスク選好と MD2 以降のダミー変数の
交差項が、それぞれ統計的に有意であるかど
うかを検証した。 
 推計結果の頑強性を試すため、ハザードの
関数形を規定しないノンパラメトリックモ
デル、関数形を規定しないが個人の属性もコ
ントロールできるセミパラメトリックモデ
ル（Cox Proportional）、関数形を規定する
パラメトリックモデル（Weibull, Gompertz）
をすべて行った。 
  
 
４．研究成果 
図１は、ノンパラメトリックモデルによるハ
ザード推計をリスク選好指標の高いグルー
プ（RAindex=1；よりリスク回避的である）
と低いグループ（RAindex=0；よりリスク回
避的でない）によって表したものである。図
からも分かるように、前者のリスク回避的で
あるグループの方が、ハザードが高い。つま
り、リスク選好はある技術の導入だけでなく、
その長期的採用（サバイバル）にも影響を及
ぼす。また、ハザードは技術の採用後、時間
の経過とともに少し上がり、一定期間サバイ
ブできればハザードは下がるが、またある一
定の時期を過ぎると退出のリスクが上がる
ことが分かる。 

図 2は、同様にハザードをパイナップル栽
培の時期によって表したものである。Group1
は、参入・退出が MD2 への移行以前に行われ
たグループ、Group2は、参入がMD2移行以前、
退出が MD2 移行以後に行われたグループ、
Group3 は、参入・退出の決断共に MD2 移行以
後に行われたグループである。MD2 移行の前
後にまたがる Group2 のハザードが、他のグ
ループよりも群を抜いて高いことが分かる。
この時期に参入した農家は、退出のリスクが
高い。一方で、Group1 と Group3 のハザード
は、似通ったレベルであるが、これは、Group3

の時期に栽培した農家は、MD2 事件を目にし
ても参入するという決断をした農家であり、
そのセルフセレクションを考慮すれば、同レ
ベルであることも納得がいく。 

 

図 1：リスク選好によるハザード推計値の違い 

 

図 2：栽培時期によるハザード推計値の違い 

 

 次に、セミパラメトリックモデルの推計結
果を表１に示す。本モデルは、ノンパラメト
リックモデルに比べて、農家個人の属性の違
いも考慮したものであり、より信頼できる推
計結果であると言える。表内の数字は、ハザ
ード比（hazard ratio）であり、1 以上であ
ると、当該説明変数が 1単位増えると、ハザ
ードも高くなることを示す。まず、仮説(1)
に対応する、Risk aversionの変数を見ると、
どのモデルにおいても統計的に有意で、ハザ
ード比も 1以上である。これは、リスク回避
の指標が 1単位上がると、退出のハザードも
10%程度上昇することを示しており、仮説(1)
を支持する結果となった。ノンパラメトリッ
クモデルの結果同様、リスク選好は退出にも
統計的に有意な影響を及ぼすことが分かっ
た。 
 次に、栽培時期の違いを示す Group ダミー
変数を見ると、Group2、3 共に、どのモデル
においても統計的に有意であり、1 以上であ
ることが分かる。これは、Group1 に比べてハ
ザードが高いことを示しており、Group2 にお
いては、ハザードは 4倍、Group3 においても
70%ほど高い結果となった。つまり、MD2 への
移行は、農家の行動に統計的に有意な影響を
与えており、MD2 以降は退出の確率が以前に
比べてより高くなったことが分かる。先進国
消費者の嗜好の変化は、途上国生産者が感じ
る市場におけるリスクを高め、退出の確率を



上げたということである。よって、仮説(2)
も支持される結果となった。 
  

表 1：退出のハザードの決定因 

 Cox Proportional 

 (1) (2) (3) 

Individual 

characteristics 

   

Risk aversion (RA) 1.10 1.31 1.33 

 (0.06)* (0.14)** (0.17)** 

Group 2 dummy 4.02 4.04 3.93 

 (1.00)*** (1.04)*** (1.74)*** 

Group 3 dummy 1.77 1.73 2.18 

 (0.42)** (0.44)** (0.83)** 

RA x Years of 

schooling 

 0.98 0.98 

 (0.01)** (0.01)** 

RA x Group 2 dummy   1.01 

  (0.13) 

RA x Group 3 dummy   0.93 

   (0.09) 

Age 0.98 0.98 0.98 

 (0.01)*** (0.01)*** (0.01)*** 

=1 if male 0.54 0.43 0.42 

 (0.10)*** (0.09)*** (0.09)*** 

Years of schooling 1.00 1.08 1.08 

 (0.02) (0.04)* (0.04)** 

Size of household 1.05 1.04 1.04 

 (0.04) (0.04) (0.04) 

=1 if received Best 

Farmer Award 

0.63 0.69 0.69 

(0.32) (0.37) (0.37) 

Village characteristics    

=1 if by road 0.61 0.59 0.58 

 (0.06)*** (0.06)*** (0.07)*** 

Years of exporters’ 

visit 

1.02 1.02 1.02 

 (0.01)** (0.01)* (0.01)* 

Years of pineapple 

production 

0.97 0.97 0.97 

(0.01)*** (0.01)*** (0.01)*** 

District FE Yes Yes Yes 

R2_P 0.05 0.05 0.05 

N 222 222 222 

Chi2 263.3*** 435.1*** 516.6*** 

F-test of interaction terms (p-value) 0.04 0.05 

注）* p<0.1; ** p<0.05; *** p<0.01。カッコ内の標準誤差
は、村レベルクラスター調整済み。共変量は 2007 年時

のデータを使用。表中の数字はハザード比。 

 
最後に、仮説(3)を検証するため、リスク

選好指数と教育年数、また Group ダミー変数
との交差項のハザードへの影響を見たい。交
差項のハザード比が統計的に有意であれば、
リスク選好がハザードに及ぼす影響が、他の
属性（つまり教育年数か Group ダミー）によ
って異なることを示す。まず、教育との交差
項を見ると、モデル(2), (3)ともに統計的に
有意であることが分かる。また、ハザード比
は 0.98 であるので、リスク選好がハザード
に及ぼす影響は、教育年数が一年追加されれ
ば反比例して 2%下がることを意味する。つま
り、教育は、リスク選好がハザードに及ぼす
影響を緩和する役割を果たし、農家のリスク
に対する脆弱性緩和に役立っていることが
分かった。最後に、Group ダミー変数との交
差項を見てみたが、どれも有意ではなく、リ
スク選好が農家の退出に与える影響は、MD2
への移行前後でその大きさが変わるもので
はなかったことが分かった。 
 その他の説明変数を見てみると、若い農家
や女性の農家はハザードが高いこと、道路の

側にある村の住民は、退出のハザードが低い
ことなどが明らかになった。 
 パラメトリックモデルでも同様のモデル
を推計したが、結果は表 1とほぼ同様であっ
た。 
 これらの結果から、3 つの政策含意を導く
ことができる。まず、グローバル市場への参
入による農民の生活向上への効果は、このよ
うなリスクの存在を考慮して検討されなく
てはならない。第二に、教育が農家のリスク
に対する脆弱性を軽減する働きをすること
が明らかになったことから、輸出産業への参
入促進と共に教育への支援も重要である。第
三に、農家のある市場への参入・退出（また
は技術の採用・不採用）の決断には、それぞ
れのリスク選好が影響するため、例えば加工
産業の発展などを通して、市場に存在するリ
スク自体を軽減する支援も重要であろう。 
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